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P-109 臼田64mを使った電波天文学と新しいX帯受信機の状況. 

JAXAは、臼田宇宙空間観測所64mアンテナをはじめとして、深宇宙探査機をはじめとする衛星の運用のために大口径アンテナを所持し
ている。これらの大口径アンテナは、世界中でも数えるほどしかなく、電波望遠鏡としての利用するのも非常に魅力的な装置である。現
に、1990年代には、「はるか」等スペースVLBI計画で地上電波望遠鏡として利用するために、VLBI観測設備が整備された。これらの装
置は、中止になったASTRO-Gでの利用も想定して、VLBI局として整備され、VLBIをはじめとする天文学を目的とした観測や、高精度軌
道決定に必要な位置決定のVLBI観測のために整備が続けられていた。 
 現在、衛星運用で利用されるX帯(8.4 GHz)、S帯（2.2GHz)のほか、「はるか」で整備された、L帯（1.4-1.7 GHz)、C帯（4.7-5, 6.7 
GHz)などの観測が可能となっている。これらの周波数帯は、国立天文台野辺山の45mアンテナではカバーできていない低周波の観測を
可能としており、現在、X帯、C帯では大学連携VLBI観測等に利用されている。また、さらに宇宙の観測において非常に重要な1.4 GHz
帯の中性水素ガス観測も期待される。 
 X帯については、それまで長らく使用されていなかったX帯の受信専用ホーンを利用することによる、大幅な性能改善と広帯域化が図
れることから、2013年度から新しい受信機を整備し2014年度にその性能確認を行って来た。その結果、システム雑音としては、従来の
運用系の受信系の約1/2以下とすることができた。これをうまく利用すると受信専用ではあるが、受信性能も倍よくなることが期待され
る。また、天文観測で必要な帯域もより広帯域にとることができ、高感度観測できるようになった。 
 さらに2014年3月には、国土地理院との協力によって、臼田64mアンテナ測地観測を行い、最新の臼田の局位置についても1cmを切る
精度で計測している。2015年1月にまた行う予定である。以下にこれらの状況を示す。 
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